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沖繩産魚毒植物成分の研究〔Ⅱ〕

－ルリハコベ（』"αgazJjsarl)e"ｓｉｓＬ.）サポニソの

魚毒作用並びに溶血作用一

森厳

StudiesontheComponentsoftheP1antson

OkinawawhichgivePoisonous

ＥｆｆｅｃｔｏｎＦｉｓｈ……〔Ⅱ〕

－Ｏｎｔｈｅｐｏｉｓｏｎｏｕｓｅｆｆｅｃｔｏｎｆｉｓｈａｎｄｈemolysis

effectofthesaponinofRurihakobe

（Ａ"αg(zzlisqrUe"ｓｊｓＺ.）－

IｗａｏＭＯＲＩ

Abstract

WeextractedsaponinfromB(UriAuﾙo6e（』"α卯肱“”zsねＺ.）whichgrowson

OkinawaandmeasureditspoisonouseffectonfiSh（Zbp，'zimzo2o）anditshemolysis

effect・

Theresultsareasfollows：

１．Ｈｅｍｏｌｙｓｉｓｉｎｄｅｘｉｓ８８９５ａｎｄｆｏａｍｉｎｇstabilityis2000・Asthepoisonouseffecton

fish（Ｚｂｐｍ伽ｗ))，theextractedsolutionisstrong・Thesolutiondilutedtol/1750

ｂｒｉｎｇｓｔｈｅｆｉｓｈｔｏｄｅａｔｈｉｎ７０minutes、

2．Colorreactionofsaponinandsapogenin．

NameofColorReaction SapogeninSaponin

light-pink～
blue-violet

light-magenta～
magenta-yellow

Lieberm2nnreaction

Liebermann-Burchard

reaction lightrosebrownblueviolet

H2SO41ayen
orange-yellow
(greenfluorescence）

Salkowskyreaction
orange-yellow

CHC181ayer：
colorless

colorless

3．Paper-chromatographyofsaponinandsapogenin、

Solvent：n-butanol：ethanol：water＝１：１：５．

Filterpaper：ToyofilterpaperNo、５０，２×４０ｃｍ・

Reagent：Ｃ６Ｈ`COC1：H2SO4（ｄ＝1.84)：CHC18＝３：１：Ｌ

Ｔｅｍｐ.：１８°Ｃ、Ｔｉｍｅ：１８hrs・Ascending，

Rfvaluesofsaponin：０．９４；０．８４；０．５７．

Rfvaluesofsapogenin：０．５０；０．５２；0.62.
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緒論

ルリハコベ（』'2α"αJJds〃,剛s[Ｍ,.）はサクラサウ科（ハ,)0.ﾙﾊﾙw〃Ce(ze）のルル､コベ属に

属する一年生伏臥草である．このものは日本本ﾉﾄﾄ'，中南部，九州，琉球，台湾に野生している

が，元来は欧洲，北米，メキシコ，ブラジル，西濠洲の原産だとのことである．

ノレリハコペの全草を風乾したものは，肝臓・腎臓疾患，浮腫に効果があり，散剤またはチン

キとして用いられるとのことである''２)．琉球地方では，その全草を採取直後，木灰などと共に

つき砕いて捕魚の目的に使用している．このものの主成分はサポニンであるとされるが，その
詳細については不明である．

筆者は２月から４月にかけて，琉球大学構内に自生するノレリハコベを採取し風乾したものに

ついて実験を行い，次のような結果を得たので報告する．

ルリハコベの魚毒作用8)ならびに溶血作用4)は，イジュ樹皮のそれよりも5)強力であり，この

ものに含有されるサポニン配糖体水溶液の起泡数のは2000,溶血指数は8895であった．

Liebermannその他の呈色反応7)は顕著であり，サポニソの含有されることは確実である．

さらに，サポニン配糖体のベンゼン抽出物についてのペーパー，クロマトグラフィー8)による

分離の結果，三つのスポットをもつトリテノレペノイド系サポニソの存在が推定され，そのもの

の加水分解物（サポゲニソ）のペーパー・クロマトグラフィーについても三つのスポットがあ

るが，それらについては他日精査の上報告することにする．

実験の部

１泡末試験

Koflerによる起泡数（SchaumZahl）の決定法に準じた．ノレリハコペの乾燥試料を鉄製乳

鉢で粉末にし，その０．１９を水で温浸したのち，１％の炭酸ナトリウム水溶液で中和してその

全量を水を加えて100ｃｃとする．同形，同大の試験管に下記の割合に煎剤と水とを分注し各管
とも全容を10ｃｃとする．

管番号１２３４５６７８９１０

煎剤（cc）１２３４５６７８９１０

水（cc）９８７６５４３２１O

こように調製したのち，各試験管の口を抑えて激しく振りまぜたあと15分間静置したときの

泡末層の高さを測定し１ｃｍの泡末層を示す管番号の最も小さい方をとり叺次式によって起泡

数を求めた結果，試験管番号が（５）に相当するので起泡数は２０００である．起泡数は同一条

件で１ｃｍの泡末層を生ずべき溶液の希釈度を示すものである．

１００

起泡数＝管番号×０．０，

２溶血指数の測定

溶血指数を測定するために，下記のように溶液を調製した．

ａ）等脹りん酸塩緩衝溶液の調製

Na2HPO416.09,ＮａＨ２ＰＯ４４４ｇを蒸留水にとかし全量を１Jとする．（ｐＨ：7.4）

ｂ）血液浮遊液

筆者の左腕から採血した血液10ccに3.6％のクエン酸ナトリウム溶液１ccを加え，ざ

＝が
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らに，これに緩衝液10ccを加えて混和し，攪枠して凝固を防ぎ，のち緩衝液を追加して全量
を500ccに希釈し２％血液浮遊液とする．

ｃ）検液の調製

ルリハコベの全草を風乾細切し３５メッシュ筋を通過する粉末とし，塩化カルシウム乾

燥器で充分に乾燥したものの0.14999を正確に秤取する．はじめ緩衝液70ccを加えて水浴上
で30分間加熱抽出し，脱脂綿を用いて100ｃｃメスフラスコに熱時炉過し，さらに，残置に別
の緩衝液を30cc加えて５分間水浴上で加熱抽出し，前と同じように，前のメスフラスコに炉
取する．冷却したのち蒸発した水を補い全量を100ｃｃとする．
ｄ）測定法

清浄な小試験管に検体を0.05ccおきに順次増量し，０．１から0.7ｃｃまで注入し，次に
緩衝液を加えて各試験管の内容を１ｃｃとする．これをよく混和してのち，血液浮遊液をよく振
って均一にしたものの１cc宛を分注して全量をそれぞれ２ｃｃとする．分注直後および15分後
に泡だちを避けて完全に混和ざせ室温（15.Ｃ）に静置する．

完全溶血（管底に血球の存在を認めない状態のもの）したものから部分溶血（管底に血球を
明視するもの）したものに移行する最後の完全溶血を起している試験管の検体の希釈倍率であ
って溶血指数（Hemolysisindex）または，粗指数（R・Ｉ.）とする．溶血の有無の判定は６時
間後に行なった．実験の結果，血液を完全に溶解する検体の量は０．１５ccであるので，次式に
よる溶血指数は８８９５となる．

計算式

Ｖ
Ｈ.Ｉ．またはＲＩ＝

一言;6-×ｓ
Ｖ＝試験管内の全量

Ｐ＝検液中の生薬百分率

Ｓ＝用いた溶液量

３魚毒作用の測定

ａ）採取直後の未乾燥のノレリハコベ全草の１０９を鉄製乳鉢でつき砕き，水で温浸してijEi過
したものに水を加えて全量を100ｃｃとしたものを原液とする．このものを表一１のように希釈

Table1．ThepoisonouseffectofaqueousextractofZRzul･iMbobe
（」ncUgaJzisczrUeMsL.)．

Ｔｉｍｅｒｅｑｕｉｒｅｄｆｏｒｆｉｓｈｔｏｔｕｒｎｏｖｅｒｉnvariousdilution．（minute）
－－－￣￣－－－－－ ￣￣

Ｚｏｐｍｉｍｌｏ”
Ｎｏ． 1/100＊ 1/250＊ 1/500＊

１
２
３
４
５

５′20'′

5'50'′

6'05''

7'07〃

7'25〃

13'０５'′

13'30'′

14'27〃

15'40'′

16'05〃

78'30'’

80'20〃

80'45〃

84'30〃

85'05″

Average 6'21〃 14'53〃 81'50〃

＊Rateofdilution
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したものについてTb）'Ｍｕ,’０”（普通，こう呼んでいるがＧα)几hMzojyZ〉Z畑とは異なるけれ

ども，Gambusia属であるとのことである.）を各５匹宛放ち，それの横転するまでの時間を

測定した．ＺｂＰ伽ullouoの平均体長は３ｃｍであった．本検液では750倍以上に希釈したもの

については，３時間ないし４時間経っても魚毒作用はあらわれなかった②

ｂ）ノレリハコペの風乾試料1０９（水分考慮）を細粉し，前回と同じように処理したものにつ

いては表－２の通りであった.すなわち1750倍に希釈してもなお70分32秒で全部のＺｂｐ

１ｌＬ伽０００は横転し，イジュ樹皮の場合は，1000倍希釈で平均６０分であったことに比較して，

このものの魚毒作用はイジュのそれよりも強いことが明らかである．ちな承に，ルリハコベ採

取直後の生草の１０９を風乾すれば約０．１ｇとなる．

Table２．Thepoisonouseffectofsolutionwhichisextractedfromdry
powderofE１J)･伽乃obe（ＡｍｇＩａＺＪｉｓｑ１･肥"ｓｉｓＬ.)．ｂｙwater.．

Ｔｉｍｅｒｅｑｕｉｒｅｄｆｏｒｆｉｓｈｔｏｔｕｒｎｏｖｅｒｉnvariousdilution．（minute）

Ｚｏｐｍｍｍｏ〃
Ｎｏ．

1/1750＊1/1250＊1/1000＊1/750＊1/500＊1/100＊ 1/250＊

60'35〃

61′30〃

62′35〃

83'15〃

84'45〃

39'25〃

41'30〃

49'25〃

51'55′'

52/15〃

33'30〃

44'40''

45'45″

47′30〃

48'20〃

21′50〃

22′05〃

22′10〃

22'30〃

23'20〃

15'25''

16′35''

17′００〃

17ﾉ20''

18'20〃

7'10〃

755〃

8ﾉ10〃

8'20〃

8'35〃

5'20〃

5'40〃

6′05″

6'25〃

6′45〃

１
２
３
４
５

70'32〃46′34〃16'56''’２２'23'′’４３'55〃8'02〃6'03〃Average

＊Rateofdilution

４ルリハコベーサポニンの抽出

風乾したルリハコベの全草1.5ｋｇを細切し，メタノール５Ｚで温浸すこと３回が全浸液を合

して濃縮し，２～３日間放置して析出する來雑物を炉別する．このものに多量の水を加え，さ

らに，析出する來雑物を除いて再び濃縮する．このものに必要量の酢酸鉛水溶液を加え，生じ

た沈でんを遠心分離して除く．この母液に約５倍量のアセトンを加えて生ずる多量の沈でんを

炉取する．これを水に浮遊させて硫化水素で充分脱鉛する．この炉液を再び濃縮して放冷す

る．これにアセトンを加えて生じた粗サポニソをメタノールに溶解炉過したのち，エーテルを

加えてサポニソを析出せしめる操作を繰返したが，純品を得ることは出来なかった．このもの

の色は談褐色で，粗品の収量はＬ５ｇで灰分を含有する．，

ａ）ルリハコベーサポニンの呈色反応

ｉ）Liebermann-反応：light-magenta～magenta-yellow

ii）Liebermann-Burchand-反応：ｂｌｕｅ～violt

iii）Salkowsky-反応：硫酸層：Orange-yellowで螢光I性greenを呈す．

クロロホルム層：無色

ｂ）ルリハコベーサポニンのペーパー・クロマトグラフィー

乾燥したルリハコペの全草１に対してベンゼン１０の割で温浸したものを適量になるまで

濃縮してペーパー・クロマトグラフィーにかける．

展開剤Butanol：Ethanol：Ｈ２０－１：１：５



2０ 森：沖繩産魚毒植物成分の研究〔Ⅱ〕

の割に混じたものをシリンダーに入れ一昼夜飽和させたのち使用する．

顕色剤Benzoylchloride：H2SO4（。＝1.84）：Chloroform＝３：１：１

炉紙東洋炉紙No.５０，２×４０ｃｍ

展開時間１８時間，温度１８°Ｃ上昇法による．

Ｒｆ値0.94,0.84,0.57

このスポットの呈色は明白でない，上記三つのスポットを認めることは可能であるが，Ｒｆ値

が大きすぎるので，展開溶媒を検討する必要がある．

５ルリハコベーサポニンの加水分解

１０９の乾燥ノレリハコベの全草を８０％エタノール400ccで３回にわたって抽出し，アルコー

ルを追い出し，冷却したとぎ析出する夷雑物を除く．このものにエーテルを加えて振りまぜ，

エーテル可溶物を除いたものに７％になるように硫酸（ｄ＝1.84）を加えて３時間加熱分解す

る．冷却したのち析出してくるものをエタノールに溶かし，活性炭を加えて脱色する．この溶

液をさらに濃縮してから水を加えると粗サポゲニンが析出する．このものは白色の結晶性粉末

で収量は０．０１％であった．

ａ）ルリハコベーサポゲニンの呈色反応

ｉ）Liebermann-反応：lightpink～blueviolet

ii）Liebermann-Burchard-反応：lightrosebrown

iii）Salkowsky-反応：硫酸層：Orange-yellow

クロロホルム層：無色

ｂ）ルリハコベーサポニンのペーパー・クロマトグラフィー

サポゲニンの0.1％エタノール性溶液をクロマトグラフィーにかける．

展開剤，炉紙，顕出剤，展開時間，温度，展開法は前回と同じ．

Ｒｆ値は，明白でないが三つのスポットを確認した．

０．５０，０．５２，０．６２であった．

これらの値は，Oleanolicacidの0.52,Ursolicacidの０．４９，Hederageninの0.62と

一致しているが，それらの存在の確認については明らかでない．あらためて研究の上後日報告

する予定である．

総括

１）ルリハコベの乾燥全草について魚毒効果，溶血効果を調べそれらが，このものに含まれ

るサポニソの作用であることを確かめた．魚毒作用については，乾燥試料１０９を水で温浸し，

全量を100ｃｃとしたものについて測定した結果，1750倍に希釈しても効果が大きいことがわ

かった．溶血指数は８８９５で，起泡数は２０００であった．

２）ノレリハコペに含有されるサポニンおよびサポゲニソについては，溶血作用，起泡数なら

びLiebermannその他の呈色反応の結果Ⅸその存在が明らかであり，ペーパー・クロマトグ

ラフィーなどからトリテルペノイド系サポニソであることがわかる．

サポニソ・サポゲニンについてのペーパー・クロマトグラフィーの結果，Ｒｆ値はそれぞれ

0.94,0.84,0.57の三つのスポットと０．５０，０．５２，０．６２の三つのスポットが認められた．

前者については展開溶媒を改良する必要があり，後者ではそれのＲｆ値がオレアノール酸，ウ
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ルソール酸やヘデラゲニソなどのそれと一致するが，それらの存在については確認してないの

で不明である．サポニン，サポゲニソならび■糖部については精査の上後日報'告する予定であ

ろ．
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